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 パ節以外の臓羅や縮織に血行性に到達した腫瘍細胞の経時的観察でも認められることであり,頗
 る興味1ある、点と考えられる。腫瘍移植後,早魏に摘出したリンパ節の組織学的検索にお・いて,少
 数の腫瘍細胞しか認められなかったこと,卦よび生物学的検串法で陽性と判定された被移植例の
 5〔〕%以上が瞬i瘤轡曽殖の形をとった点から・リソノミ節に存殖…した1塵瘍細胞は極めて少数であっ
 たか,ある恥は増殖能になんらかの変化を受けたものと推定される。即ちリンパ節転移の場合も,
 リンパ節に到達した腫瘍細胞がそのまX直ちに増殖を開始するのでなく,艦生体側のなんらか
 の反応によってかなりの抵抗を受け,残存した少数の腫瘍細胞がある時間的経過の後に再び増殖
 を開始して転移巣にまで髭展すると考えられた。
 5)瞳傷手術時リγパ節廓清と転移再発:MH窪54では窪G5憲でに手術をかこない,同時
 にりγノ《衡了の摩再構をかこ云えぱ転移再発雍力蕊低く拳またMH窪29翌では各時期を通じてリソ～星
 館廓清をお・こなった群では,転移再発の躯が低かった。摘出したリンパ節に腫瘍細胞が陽性であ
 った動物で転移再発をお・こしたものが5MH歪54の15El手術群で窪90%,嫉Hて2小回で
 は各時期の手騨群の4G%以上に認められた。一方摘出したりγパ館に腫瘍細胞が陰性であ?た
 動物でも10^・69%に転移再発が認められた。
 以上の成績は・早期に腫瘍中側除を澄こない・更に所属ジソパ節の廓清を齢こなう時は・術後
 転移再発の躯が少たくなることを示している。即ち,・早期に腫瘍を発見して早期に腫瘍摘出をか
 こない同時にりγパ節廓清をお・こなうならば皐治癒の機会を増すという腫瘍外科の原剰を輿験釣
 に証窮したわけであるが,また摘出したりγパ簾に腫瘍細胞が組織学的に検出された例のみ攻ら
 ず,検認されなかった例でも,術後に後腹膜概属リンパ簾に転移発生がみられたという事実は,
 リンパ節廓清をお・こなったからといって・蜜た摘患リγパ蹄に腫瘍細胞が灘されなかったから
 といって,予後が良好セあると一概には判定呂来たいことを意味している。
結 論
 C乙H/葺eN系マウス腹水肝癌5系お・よび腹水乳癌を圃系卦よび一一代雑種マウスの尾部皮下
 に移植した場合,腫瘍細胞が最初に移行するリγパ節は坐骨リγパ節であるが,各種編糸によつ
 てリンパ節に移行する時醐に遅速がみられた。尾部に移植した瞳傷を外科的に嗽すると共に所
 腐リンパ節の廓清を訟こなった群は,備後にむける転移再発の躯が,所属リγパ節非廓清群に比
 して少なく,その効果は手術を早期にかこ左う程顕著であった。手術時腫甥を可及的完全に除去
 することは勿論重要であるが,腫瘍細胞の移動が,時に傍側路を経由することによって所属第一
 次リンパ節に転移巣ができる前にそれより先きに進行することもあ匂,壷た鵬細胞の全身撒布
 の現象等も考慮して,これに射すお薄策も閑却してはならないと考えるo
j
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 審査結果の要旨
 著者は,転移形難生が碍鋤物の腫瘍調いて転樹多成の種為相の再魂を試み・醗移植部
 位と所1寓講一次リンパ節とを結ぶ経路を1険討し,.且つまた移植部位から所属第一次リγパ節に
 腫瘍細胞がいつ繊現するかを経時的に追求した結果,膿瘍系によってリγパ節に移得する磯期
 に遅速があり,陣傷細胞がリンパ節に到達した当座は,形態学的に判別可能であり,且つ増殖
 能を二落するが,間もなく横綴が園難とな呈〕,この博期を経過して転移巣にまで発展することを
 明らかにした。斯＼る膿瘍縄抱の経時的消長性は,リンパ節以外の飽の臓器組織に曲行性に到
 達した場合にも観察される事案であるが・これは輝砺の転移形成並びにその対策上極めて重要
 な現象と考えられる。このような経過を迦って生じたりンパ鐘転移に対する処置としては,可
 及的早期に主病巣を切除するとともにリンパ舗を可及的広範囲に癖濾することであり・所属リ
 ンパ節を廓清したものは非廓清群に較べて術後における転移再発率が緩いが諺礁蝿リンパ節の
 緯区濤を:おこなったものでも転移再発を:完全に防止出講モないヒニとを認め}1と。また華商出リンパ節に
 瞳瘍細胞が硬出されなかったか,あるいは少数しか存在しない働でも,術後瞬属ザソパ節に転
 移を生じたものヵこあ豊,こ.れらの肇茎験者事実は,膿瘍を早チ鰐に発見してン易り腹舞すると1司時に戸庁属
 リンパ簸廓清を1奮うことは,悪1生珪重傷の治癒の機会をr増す途ではあるカ{,リンノく節猿爵青を行っ
 たからとて,また摘出したリンパ灘に1霞遍羅胞が認められなかったからとて,予後が良好であ
 るとは一概に断定は掛菜ないことを翻1えているものである。
 以上の和ぐ,本論交は,癌に論いて殆んど毎常遭遇するジンパ行性転移の種汝相を動物実験
 によって再現し,その成立機序に関する問題を可成り具体的に究明し,斯くして得られた結果
 はン癌の手術や予後,特に治療法に関して重要な示唆を与えて広る。
 よって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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